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【短報】福井県におけるタカオチビゴミムシの記録
タカオチビゴミムシ Paragonotrechus paradoxus S. 

Uéno, 1981 は，東京都八王子市高尾山で採集され
た個体を基に新属新種として記載された．その後，
神奈川県山北町（平野 , 2007），同 津久井町（平野 , 
2007），静岡県黒法師岳（Uéno, 1988），山梨県精進
湖（Uéno, 1988），長野県扉鉱泉（北山 , 1999），富
山県砺波市小牧ダム（上野・高野 , 1990）などから
散発的に記録されている．体は淡色で地下浅層か
ら得られる場合が多いが，有眼有翅であり，夏期
の夜間には地表に現れ灯火へ飛来した例も報告さ
れている（Uéno, 1988）．

Paragonotrechus 属は中国からも数種が記載され
ているが，日本からは現在のところ本種 1 種のみ
が知られている（Uéno & Yu, 1997）．本種の西限産
地はこれまで富山県砺波市であったが，さらに西
の福井県における採集例を報告する．

1♂1♀，福井県勝山市村岡町浄土寺（標高 400 m），
9. V. 2010，鎌田邦彦採集．

浄土寺は砺波市小牧ダムから南西へ約 70 km 離れ
た地点である．小牧ダム産の標本（1♀）は模式産地
の標本と比較して，前胸部がやや狭く，基方へあま
り狭まらないことが指摘されている．浄土寺の個体
も前胸側縁の張り出しが弱く，同様の傾向を有して
おり，各計測データは次のとおりである．PW/HW：
1.33（ 小 牧 ダ ム 産 1.32），PW/PL：1.14（ 同 1.11），

EW/PW：1.79（ 同 1.82），PW/PB：1.27（ 同 1.28），
PB/PA：1.22（同 1.26）．♂ 交尾器については，原記
載の図と比較して明らかな違いを見いだせなかった．

今回の個体は，大きめの礫を含む間隙の多い
土砂堆積層から，マスゾウメクラチビゴミムシ
Suzuka masuzoi（4exs.，鎌田邦彦・芦田久採集），ナ
ガチビゴミムシ属の未確定種 Trechiama sp. （1♂1♀，
芦田久採集）とともに得られた．

末筆ながら，福井県における本種の記録の有無
を調べていただいた保科英人博士に感謝する．
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図1–4. 福井県産タカオチビゴ
ミムシ．1, 背面図；2, 前
胸背板と頭部；3, ♂交尾
器側面；4 ,  ♂交尾器背
面．


